
日本学術会議 
 

若手アカデミー会議(第 25 期・第 2回) 
 

議事要旨 
 

 

 

日   時  令和３年１２月１０日（金）１４：００～１７：００ 

       

会    場  日本学術会議 ６－Ｃ（１，２，３）会議室 及び オンライン 

 

出  席 者  （現地）石川麻乃、岩崎渉、小野悠、川口慎介、岸村顕広、標葉隆馬、相馬雅代、髙瀨堅

吉、田中和哉、寺田佐恵子、富永依里子、前川知樹、松中学、南澤孝太、森章 

（オンライン）今田晋亮、入江直樹、岩永理恵、岩村誠、遠藤求、遠藤良輔、笠井久会、

木村草太、小森大輔、近藤康久、坂井南美、笹倉香奈、實藤和佳子、新福洋子、田井明、

髙田知実、髙槻泰郎、武田宙也、遠野雅徳、埴淵知哉、平田佐智子、藤岡沙都子、安田仁

奈、谷内江望、山川みやえ、山田あすか、吉永直子 

 

その他出席者  望月眞弓副会長（現地） 

ＪＮＴＯ（現地）：板垣彩子、小浦香澄、野村佳世 

 

議    事   

（１）望月副会長挨拶 

望月副会長から日本学術会議のより良い役割発揮に向けた取り組みとして、国際活動や科学的助言

機能のあり方、提言等の位置付け、会員選考プロセスなどについて検討がなされていることが紹介され

た。 

 

（２）若手アカデミーのこれまでの活動について 

イノベーションに向けた社会連携分科会、情報発信分科会、越境する若手科学者分科会、地域活性化

に向けた社会連携分科会、学術界の業界体質改善分科会、国際分科会、学術の未来を担う人材育成分科

会、GYA 総会国内組織分科会の各委員長から進捗状況が報告され、意見交換がなされた。 

 

（３）若手アカデミーの今後の活動方針について 

若手アカデミーの今後の活動について各メンバーの意向が共有された。 

 

（４）若手科学者ネットワーク運営要領について 

若手科学者ネットワーク運営要領の廃止が承認された。 

 

（５）その他 

日本政府観光局（JNTO）から国際会議招致支援についての紹介がなされた。 

 


